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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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1. はじめに 
1.1. 概要 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾒﾃﾞｨｶﾙﾃﾞﾊﾞｲｽやｷｵｽｸ端末などへの組み込みに最適な小型 OEM ｴﾝｼﾞﾝです。 
 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝで読み取り可能なﾊﾞｰｺｰﾄﾞ･二次元ｺｰﾄﾞを列挙します。 
 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
EAN-13, EAN-8, UPC-A, UPC-E, ISSN, ISBN, Codabar, Code 128, Code 93, ITF-6, ITF-14, 
Interleaved 2 of 5, Industrial 2 of 5, Standard 2 of 5, Matrix 2 of 5, GS1 Databar (RSS-Expand, 
RSS-Limited, RSS-14), Code 39, Code 11, MSI-Plessey, Plessey 
 
二次元ｺｰﾄﾞ 
PDF417, Data Matrix, QR Code 
 

N5-C外観 
 

  
 

  
 
 

1.2. 照明 LED 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、補助照明として、4 つの赤色 LED を搭載しています。この LED の補助により、完全な暗がりでの

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取りにも対応が可能になります。この照明 LED は、設定により有効･無効を切り替えることができます。 
 
赤色 LED を採用しているため、N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、赤色以外で印刷されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対して、より良い読み取りﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽを発揮します。赤色のﾊﾞｰｺｰﾄﾞが関係するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでは、照明 LED を無効に、外部から赤色以外(白色や緑色)
の証明を照射して運用してください。実際に運用される環境にて、ﾃｽﾄを実施し、最適な波長を持つ外部照明の採用

を行ってください。 
 

1.3. ｴｲﾏｰ 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、対象のﾊﾞｰｺｰﾄﾞに照準を合わせやすくするためのﾊﾞｰ状の緑色ｴｲﾏｰを照射します。ｴｲﾏｰは、設定によ

り有効･無効を切り替えることができます。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取る場合は、ｴｲﾏｰを有効する方がより効率的な運用が可

能になるでしょう。 
 



2D Reader Engine 

pg. 7 
Copyright © 2018 

2. 一般要件 
2.1. ESD 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ESD 保護を考慮した ESD ｾｰﾌﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞにて出荷されます。N5-C ｴﾝｼﾞﾝを取り扱いは、必ずｸﾞﾗﾝﾄﾞ

されたﾘｽﾄｽﾄﾗｯﾌﾟと適切にｸﾞﾗﾝﾄﾞ処理された作業場所で行ってください。 
 
 

2.2. 埃や汚れ 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、埃、粉塵や汚れなどがﾚﾝｽﾞや基板に付着しないよう、十分に保護密閉されていなければいけません。 
埃、粉塵や汚れなど、外部の汚染物は、結果的にｴﾝｼﾞﾝをﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを落とす要因となります。 
 
 

2.3. 周囲環境 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝのﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを十分に発揮させるには、下記の周囲環境要件を満たさなければいけません。 
 

動作温度 -20℃~+60℃ 
保管温度 -40℃~+80℃ 
湿度 5%~95% 氷結・結露無し 

 
 

2.4. 熱対策 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝの構成電気ﾊﾟｰﾂは、動作中熱を発します。特に連続読取ﾓｰﾄﾞでの長時間動作は、ﾃﾞｺｰﾀﾞﾁｯﾌﾟと CIS1の

温度を上昇させます。ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄは、ｲﾒｰｼﾞ品質の低下と読み取りﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの低下を引き起こします。よって、次の注

意点を予め考慮に入れた上で、N5-C ｴﾝｼﾞﾝの組み込みを行わなければいけません。 
 

 空気が良く循環する十分なｽﾍﾟｰｽを確保した設計が必要です。 
 熱を遮断するｺﾞﾑのような素材で N5-C ｴﾝｼﾞﾝを包み込んではいけません。 

 
 

2.5. 設置方向 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝには、2 つの取り付け用ﾈｼﾞ穴が本体底面にあります。下記に正しく設置した場合の N5-C ｴﾝｼﾞﾝの正面

図を示します。 
 

 
 

 
 

                         
 
1 CIS = Contact Image Sensor 
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3. 光学部 
3.1. ｳｨﾝﾄﾞｳの配置 
ｳｨﾝﾄﾞｳ(読取窓)は、照明 LED 及びｴｲﾏｰ LED を可能な限りそのまま透過させ、且つｴﾝｼﾞﾝ側に逆反射しないよう正し

く配置しなければいけません。 
 
ｴﾝｼﾞﾝの正面(読み取り部)に対して並行で且つ、近接させて配置します。また、不必要な反射を避け、より良い読

み取りﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを得るために、薄い素材をｳｨﾝﾄﾞｳに採用してください。 
 
ｳｨﾝﾄﾞｳを傾いた状態で配置する必要がある場合、ｴﾝｼﾞﾝ側への逆反射が無いよう距離、傾斜角度を良く考慮して配置

を決定してください。 
 
 

3.2. ｳｨﾝﾄﾞｳ材質と色 
可能な限り高いｽﾍﾟｸﾄﾙﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ及び最も低いかすみ度合と均質的な屈折率を達成するため、N5-C ｴﾝｼﾞﾝ CIS2の応

答性(主に赤色光波長に対して)をｳｨﾝﾄﾞｳ材質、色を決定する上で十分考慮しなければいけません。具体的には、赤

色光のｽﾍﾟｸﾄﾙﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝが 90%以上で、かすみ度合が 1%未満の PMMA 又は光学ｶﾞﾗｽの採用が推奨されます。 
 
反射防止ｺｰﾃｨﾝｸﾞを行うかどうかは、材質やｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの必要性によります。 
 
 

3.3. 摩損耐性とｺｰﾃｨﾝｸﾞ 
ｳｨﾝﾄﾞｳの摩損(擦れ･傷)は、N5-C ｴﾝｼﾞﾝを読み取りﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを著しく低下させる要因となります。ｳｨﾝﾄﾞｳには、摩

損耐性のある材質や相当するｺｰﾃｨﾝｸﾞが推奨されます。 
 
 

3.4. ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ 
ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞは、視野ﾌｨｰﾙﾄﾞをﾌﾞﾛｯｸせず、下記に示す照明ｴﾝﾍﾞﾛｰﾌﾟ(Illumination Envelope)に適応したｻｲｽﾞ

でなければいけません。 
 

 
  

                         
 
2 CIS = Contact Image Sensor 
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3.5. 周囲光 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、周囲光によって、より良いﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを得ることができます。AC 電源 50-60Hz の蛍光灯のﾌﾘｯｸさせ

るのも良いでしょう。但し、高周波ﾊﾟﾙｽの光は、ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを低下させることになります。 
 
 

3.5. 眼への安全性 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾚｰｻﾞ光を使用していません。照明及びｴｲﾏｰには、LED を採用しています。LED は明るいですが、試

験により、一般的は条件下でのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでは、安全であることが証明されています。しかし、LED ﾋﾞｰﾑの直視は

避けるよう、注意してください。 
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4. 取り付け 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽと FPC ｺﾈｸﾀ経由で接続し、PCB の取付穴 4 箇所を利用して固定します。 
 
以下に各ｴﾝｼﾞﾝﾀｲﾌﾟの寸法図を示します。取り付けの際は、熱対策を考慮し、空気が良く循環する十分なｽﾍﾟｰｽを確

保した構造設計を行ってください。 
 

N5-C 

 
単位 mm   
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5. 電源供給 
正しく接続が行われるまで、N5-C ｴﾝｼﾞﾝに電源を供給しないでください。ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽｺﾈｸﾀからﾌﾚｯｸｽｹｰﾌﾞﾙを取り外

したり、接続する場合は、必ず電源供給がされていないことを確認するようにしてください。ﾎｯﾄﾌﾟﾗｸﾞは N5-C ｴﾝ

ｼﾞﾝの破損の原因となります。 
 
不安定な電源供給、急激な電圧降下、無意味な短時間での電源再立ち上げなどは、N5-C ｴﾝｼﾞﾝを不安定動作を誘発

します。短時間での電源再立ち上げは、絶対行わないでください。少なくとも 500 ﾐﾘ秒以上の間隔をあけるように

してください。 
 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝに電源ｽｲｯﾁはありません。電源供給をｶｯﾄｵﾌすることでのみ、N5-C ｴﾝｼﾞﾝをｵﾌにすることができます。

ｽｲｯﾁｵﾝ、ｵﾌを頻繁に行った場合でも、N5-C ｴﾝｼﾞﾝの耐用年数には影響しません。 
 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝのｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟﾀｲﾑは、200 ﾐﾘ秒以下です。 
 
 

5.1. ﾘｯﾌﾟﾙﾉｲｽﾞ 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝのｲﾒｰｼﾞｾﾝｻ及びﾃﾞｺｰﾀﾞﾁｯﾌﾟは、ｴﾝｼﾞﾝへの供給電源から直接電源供給されます。確かなｲﾒｰｼﾞ品質を得る

ためには、安定した低いﾘｯﾌﾟﾙﾉｲｽﾞ電源が必須です。 
 

許容ﾘｯﾌﾟﾙ範囲(peak-to-peak) : 50mV 以下 (30mV 以下を推奨) 
 
 

5.2. DC 特性 
動作電圧 
Ta=25℃ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 説明 Min. Typ. Max. 単位 
VIN 入力電圧 3.0 3.3 3.6 V 
VIH ﾊｲﾚﾍﾞﾙ入力電圧 0.7*VDD - - V 
VIL ﾛｰﾚﾍﾞﾙ入力電圧 - - 0.2*VDD V 
VOH ﾊｲﾚﾍﾞﾙ出力電圧 0.9*VDD - - V 
VOL ﾊｲﾚﾍﾞﾙ出力電圧 - - 0.1*VDD V 

 

動作電流 
動作電流 待機電流 単位 
230 50 mA 

 

ﾀｲﾐﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ 
ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾐﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ 
 

 
 
(*) Tr=2 ﾐﾘ秒以下 
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ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ出力の周波数と間隔 
 

 
 

LED 出力 
 

 
 

ﾄﾘｶﾞ信号入力 
 

 
 
(*) Trig=10 ﾐﾘ秒以上 
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6. ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
6.1. N5-C ｴﾝｼﾞﾝのﾋﾟﾝ配列 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝでは、12 ﾋﾟﾝ FPC ｺﾈｸﾀ(ﾄｯﾌﾟｺﾝﾀｸﾄ)を通して、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽと TTL-232 又は USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続します。 
下記にｺﾈｸﾀ位置とﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

 
 
 

ﾋﾟﾝ# 信号 I/O 機能 
1 NC - 未接続 
2 VIN - DC3.3V 電源 
3 GND - 電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
4 RX I TTL ﾚﾍﾞﾙ 232 受信ﾃﾞｰﾀ, ｴﾝｼﾞﾝ上で 10K ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗 
5 TX O TTL ﾚﾍﾞﾙ 232 送信ﾃﾞｰﾀ, ｴﾝｼﾞﾝ上で 10K ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗 
6 USB Data- I/O USB ﾃﾞｰﾀ信号(-) 
7 USB Data+ I/O USB ﾃﾞｰﾀ信号(+) 
8 NC - 未接続 
9 Buzzer O ﾌﾞｻﾞｰ出力 
10 LED O ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 出力 
11 NC - 未接続 

12 nTrig I ﾄﾘｶﾞ信号入力, ｴﾝｼﾞﾝ上で 10K ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗 
読み取りを行う場合、このﾋﾟﾝを 10 ﾐﾘ秒以上 Low にします 
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6.3. N5-C ｴﾝｼﾞﾝ FPC ｺﾈｸﾀ寸法 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾄｯﾌﾟｺﾝﾀｸﾄ、0.5mm ﾋﾟｯﾁの 12 ﾋﾟﾝ FPC ｺﾈｸﾀを採用しています。ﾌﾗｯﾄﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙを通して、ﾎｽﾄﾃﾞ

ﾊﾞｲｽと接続してください。下記にｲﾒｰｼﾞ図と寸法図を示します。 
  
 

 
 
 
 

  

A=5.5mm, B=11.5mm 
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6.4. ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽと下記の何れかの方法でｺﾐﾆｹｰｼｮﾝを取ることができます。 
 
 TTL-232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

ほとんどのｼｽﾃﾑｱｰｷﾃｸﾁｬで適用可能なｲﾝﾀｰﾌｪｲｽです。RS232C が必要な場合は、TTL-232 から RS232C へのﾚﾍﾞ

ﾙ変換回路が必要になります。 
 USB-HID 

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞをｴﾐｭﾚｰﾄしてﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽへﾃﾞｰﾀを送信します。USB-HID に対応したﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽであれば、ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞ

ﾌﾟﾚｲで利用でき、特別なﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙする必要もありません。 
 USB-COM 

COM ﾎﾟｰﾄをｴﾐｭﾚｰﾄして、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽとｺﾐﾆｹｰｼｮﾝを行います。専用のﾄﾞﾗｲﾊﾞが必要となります。 
 HID-POS 

HID-POS に準拠したｲﾝﾀｰﾌｪｲｽです。ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽが HID-POS に対応していれば、特別なﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙする必

要はありません。 
 
 
TTL-232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは、ﾎﾞｰﾚｰﾄ 1200bps~115200bps をｻﾎﾟｰﾄしています。ﾊｰﾄﾞｳｪｱ及びｿﾌﾄｳｪｱﾌﾛｰ制御には、対応

していません。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、9600bps, 8 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ, ﾊﾟﾘﾃｨ無し, 1 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄです。 
 
 

6.5. ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ自動調整機能 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾞｰﾚｰﾄに自動的に調整をするｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ自動調整機能を搭載しています。下記に

示すｼﾝﾌﾟﾙな手順により、ｴﾝｼﾞﾝとﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ間の確実なｼﾘｱﾙｺﾐﾆｹｰｼｮﾝを確立することができます。 
 
1. N5-C ｴﾝｼﾞﾝに電源を投入するとｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ自動調整機能ﾓｰﾄﾞに入ります。3 秒以内に、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽからｴﾝｼﾞ

ﾝに、CR(0x0D)を送信してください。 
2. ｴﾝｼﾞﾝは、CR(0x0D)を受信すると、自動調整が完了したことを示す >(0x3E)をﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽへ返送し、得られ

た制御ﾜｰﾄﾞを UART_FCW ﾚｼﾞｽﾀに書き込みます。 
3. ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽで >(0x3E)が受信できなかった場合は、200 ﾐﾘ秒以上の間隔を空けて、ｴﾝｼﾞﾝに CR(0x0D)を送り

続けてください。 
 
 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝに予めﾎﾞｰﾚｰﾄをﾌﾟﾘｾｯﾄしている場合は、nTrig ﾋﾟﾝを Low にすることで、3 分間のｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀ自動

調整機能ﾓｰﾄﾞをｽｷｯﾌﾟすることができます。 
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7. ﾄﾘｶﾞ信号入力 
nTrig ﾋﾟﾝを 10 ﾐﾘ秒以上 Low にすることで、N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、読取ﾓｰﾄﾞになります。ｺｰﾄﾞをﾃﾞｺｰﾄﾞすると、N5-C ｴ

ﾝｼﾞﾝは、ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽへ読取ﾃﾞｰﾀを送信後、ﾄﾘｶﾞがﾘﾘｰｽ(nTrig=High)されるのを待ちます。読み取り試行中(ｺｰﾄﾞ
をﾃﾞｺｰﾄﾞする前)にﾄﾘｶﾞがﾘﾘｰｽされると、N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、直ちに読取ﾓｰﾄﾞを終了します。 
 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ﾄﾘｶﾞ信号が再度ｱｸﾃｨﾌﾞ(nTrig=Low)になるまで、次の読取ﾓｰﾄﾞを開始しません。 
 
ｺｰﾄﾞのﾃﾞｺｰﾄﾞには、ｲﾒｰｼﾞｷｬﾌﾟﾁｬ、ﾃﾞｺｰﾄﾞ、その他工程が関係しているため、ﾄﾘｶﾞの間隔は、最低でも 50 ﾐﾘ秒以上

空けるようにしてください。 
 
下記のﾄﾘｶﾞ回路図を参照ください。 
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8. ﾌﾞｻﾞｰ出力 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、PWM 出力を外部ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路へ行うﾌﾞｻﾞｰ出力(Buzz ﾋﾟﾝ)を装備しています。これにより、ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ

やｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞなどのｽﾃｰﾀｽをｵｰﾃﾞｨｵﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸとして、ﾕｰｻﾞｰに提供することができます。PWM 出力は、ﾌﾞｻﾞｰを駆動

するには十分な強さがないため、ﾌﾞｻﾞｰﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路が必要になります。 
 
下記のﾌﾞｻﾞｰﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路図を参照ください。 
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9. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 出力 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED を制御するための外部ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路へ出力を行うｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 出力(LED ﾋﾟﾝ)を装備

しています。読み取りに成功すると、N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、LED ﾋﾟﾝを約 300 ﾐﾘ秒 high ﾚﾍﾞﾙ出力にし、Low ﾚﾍﾞﾙに戻し

ます。ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 出力は、LED を駆動するには十分な強さがないため、LED ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路が必要になります。 
 
下記の LED ﾄﾞﾗｲﾊﾞ回路図を参照ください。 
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10. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 
本書に掲載しているｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ることで、N5-C ｴﾝｼﾞﾝのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽや読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行え

ます。設定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀは、不揮発性ﾒﾓﾘに保存されるため、電源をｵﾌにして設定が消えることはありません。 
 
N5-C ｴﾝｼﾞﾝは、ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾋﾟﾛﾛｯというﾋﾞｰﾌﾟ音を鳴動し、ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ以外のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし

た場合は、ﾋﾟｯというｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ音を鳴動します。無効なｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞや間違った順序でｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

すると、ﾘｰﾀﾞは、ﾌﾟｰｯというｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ音を鳴動します。 
 
 

10.1. ｼｽﾃﾑﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

設定を開始します。  

 

現在の設定値を保存して、設定を終了します。  

 

工場出荷時の全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値でﾘｾｯﾄします。  

 

現在の設定値をｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値として、不揮発性ﾒﾓﾘに保

存します。工場出荷時ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は、上書きされません。 
 

 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値でﾘｾｯﾄします。  

 
 

10.2. ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ ■ 

 

ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ(TTL-232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ有効) 
(*) USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ使用時は、設定しないでください。 

 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0

0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 1 1 5 0

0 0 0 1 1 6 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 9 0 0 0

0 0 0 9 0 1 0
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10.3. TTL-232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

TTL-232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに設定します。TTL-232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀは下記の通りです。 
 
 ﾎﾞｰﾚｰﾄ : 9600bps 
 ﾊﾟﾘﾃｨ : 無し 
 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ : 8 ﾋﾞｯﾄ 
 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ : 1 ﾋﾞｯﾄ 
 ﾌﾛｰ制御 : 無し 
 

 

 
 

10.3.1. ﾎﾞｰﾚｰﾄ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

1200bps  

 

2400bps  

 

4800bps  

 

9600bps ■ 

 

14400bps  

 

19200bps  

 

38400bps  

 

57600bps  

 

115200bps  

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 0 0 0 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 1 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 1 0

0 1 0 0 0 2 0

0 1 0 0 0 3 0

0 1 0 0 0 4 0

0 1 0 0 0 5 0

0 1 0 0 0 6 0

0 1 0 0 0 7 0

0 1 0 0 0 8 0
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10.3.2. ﾊﾟﾘﾃｨ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

無し ■ 

 

偶数  

 

奇数  

 
 

10.3.3. ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

7 ﾋﾞｯﾄ  

 

8 ﾋﾞｯﾄ ■ 

 
 

10.3.4. ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

1 ﾋﾞｯﾄ ■ 

 

2 ﾋﾞｯﾄ  

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 1 0 1 0 0 0

0 1 0 1 0 1 0

0 1 0 1 0 2 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 1 0 3 0 2 0

0 1 0 3 0 3 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 1 0 2 0 0 0

0 1 0 2 0 1 0
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10.3.5. ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ&ﾊﾟﾘﾃｨ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

7 ﾋﾞｯﾄ&偶数  

 

7 ﾋﾞｯﾄ&奇数  

 

8 ﾋﾞｯﾄ&無し ■ 

 

8 ﾋﾞｯﾄ&偶数  

 

8 ﾋﾞｯﾄ&奇数  

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 1 0 5 0 1 0

0 1 0 5 0 2 0

0 1 0 5 0 3 0

0 1 0 5 0 4 0

0 1 0 5 0 5 0
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10.4. USB-HID ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

USB-HID ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに設定します。  

 
 

10.4.1. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ言語 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ■ 

 

日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ  

 
 

10.4.2. 大文字･小文字変換 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

変換無し 
例 : AbC→AbC 

■ 

 

大文字･小文字反転変換 
例 : AbC→aBc 

 

 

大文字変換 
例 : AbC→ABC 

 

 

小文字変換 
例 : AbC→abc 

 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 0 0 2 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 3 0 0 1

1 1 0 3 0 0 2

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 3 0 4 0

1 1 0 3 0 4 3

1 1 0 3 0 4 1

1 1 0 3 0 4 2
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10.4.3. ｷｬﾗｸﾀ間送信ﾃﾞｨﾚｲ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

10 ﾐﾘ秒 ■ 

 

20 ﾐﾘ秒  

 

40 ﾐﾘ秒  

 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾚｲ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~75 で、単位はﾐﾘ

秒です。例えば、75 ﾐﾘ秒に設定する場合は、下記の順で

ｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾚｲ｣｢7｣｢5｣｢保存｣｢設定終了｣ 

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 3 0 5 0

1 1 0 3 0 5 1

1 1 0 3 0 5 2

1 1 0 3 0 5 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.4.4. ALT ｼｰｹﾝｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

無し ■ 

 

ﾓｰﾄﾞ 1   

 

ﾓｰﾄﾞ 2  

 

ﾓｰﾄﾞ 3  

 
(*)次の｢ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ｣と競合する場合は、｢ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ｣が優先されます。 
 
 

10.4.5. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

有効 
｢補足 A. ASCII ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ表｣を参照ください。 

 

 

無効 ■ 

 
 

10.4.6. ﾃﾝｷｰ送信 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

無効 ■ 

 

有効 
0~9 の数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信します。 

 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 3 0 6 0

1 1 0 3 0 6 1

1 1 0 3 0 6 2

1 1 0 3 0 6 3

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 3 1 4 0

1 1 0 3 1 3 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 3 1 1 0

1 1 0 3 1 2 0
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10.5. USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに設定します。 
弊社 WEB ｻｲﾄより、専用ﾄﾞﾗｲﾊﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてご利用く

ださい。 
 

 
 

10.6. HID-POS ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

HID-POS ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに設定します。  

 
 

10.7. 読取ﾓｰﾄﾞ 
10.7.1. ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞ 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞ信号がｱｸﾃｨﾌﾞな間、連続して読み取りを行います。

但し、同一ｺｰﾄﾞの読み取りは行いません。次の読取ｻｲｸﾙ

を開始したい場合は、ﾄﾘｶﾞ信号を一度ｵﾌにし、20 ﾐﾘ秒以

上の間隔を空けて、再度ｱｸﾃｨﾌﾞにします。 

 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 0 0 6 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

1 1 0 0 0 8 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 2 0 0 3
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10.7.2. ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞ信号がｱｸﾃｨﾌﾞになると、読み取りを開始します。 
ｺｰﾄﾞを読み取るか、設定された読取ﾀｲﾑｱｳﾄが経過すると、

読み取りを終了します。次の読取ｻｲｸﾙまで、20 ﾐﾘ秒以上

の間隔を空けるようにしてください。 

 

 

ﾚﾍﾞﾙﾄﾘｶﾞ 
ﾄﾘｶﾞ信号がｱｸﾃｨﾌﾞな間、読み取りを試行します。ｺｰﾄﾞを

読み取るか、設定された読取ﾀｲﾑｱｳﾄが経過すると、読み

取りを終了します。 

■ 

 

ﾊﾟﾙｽﾄﾘｶﾞ 
ﾄﾘｶﾞ信号がｱｸﾃｨﾌﾞになると、読み取りを開始します。ﾄﾘ

ｶﾞ信号をｱｸﾃｨﾌﾞに保つ必要はありません。ｺｰﾄﾞを読み取

るか、設定された読取ﾀｲﾑｱｳﾄが経過すると、読み取りを

終了します。 

 

 

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~3600000 で、単

位はﾐﾘ秒です。例えば、1 秒(1000 ﾐﾘ秒)に設定する場

合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

3000 

 

ｵｰﾄｽﾘｰﾌﾟ有効 
ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞﾀｲﾏｰで設定された時間、操作/通信が行われな

いと、ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ(又はﾛｰﾊﾟｰﾜｰﾓｰﾄﾞ)に移行します。ﾎｽﾄ

との通信が行われるか、ﾄﾘｶﾞ信号を受信すると、100 ﾐﾘ

秒以内にｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞに復帰します。 

■ 

 

ｵｰﾄｽﾘｰﾌﾟ無効  

 

ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞﾀｲﾏｰ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~65535 で、単位は

ﾐﾘ秒です。例えば、1 秒(1000 ﾐﾘ秒)に設定する場合は、

下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞﾀｲﾏｰ｣｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

500 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止無効 ■ 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止有効 
同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰで設定された時間、同一ｺｰﾄﾞの読

み取りを行いません。 
 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~65535 で、単位は

ﾐﾘ秒です。例えば、1 秒(1000 ﾐﾘ秒)に設定する場合は、

下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ｣｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1500 

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 2 0 0 0

0 3 1 3 0 9 0

0 3 1 3 0 9 1

0 3 1 3 0 0 0

0 3 1 3 0 6 0

0 3 1 3 0 7 0

0 3 1 3 0 5 0

0 3 1 3 1 6 1

0 3 1 3 1 7 1

0 3 1 3 0 1 0
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数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.7.3. ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ 
ｺｰﾄﾞを検知(周囲照度の変換を検知)すると、自動的に読

み取りを開始します。ｺｰﾄﾞを読み取るか、設定された読

取ﾀｲﾑｱｳﾄが経過すると、読み取りを終了します。 
ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞでもﾄﾘｶﾞ信号は有効で、ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞと同じ動作

をします。 

 

 

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~3600000 で、単

位はﾐﾘ秒です。例えば、1 秒(1000 ﾐﾘ秒)に設定する場

合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

3000 

 

ｲﾒｰｼﾞｽﾀﾋﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~1600 で、単位は

ﾐﾘ秒です。例えば、10 ﾐﾘ秒に設定する場合は、下記の順

でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｲﾒｰｼﾞｽﾀﾋﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

500 

 

ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り無効 
ｺｰﾄﾞの読み取りに成功すると、照明 LED を消灯して読み

取りを終了します。 
■ 

 

ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り有効 
ｺｰﾄﾞの読み取りに成功しても照明 LED を消灯せず、次の

ｺｰﾄﾞ読み取りを行います。 
 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止無効 ■ 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止有効 
同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰで設定された時間、同一ｺｰﾄﾞの読

み取りを行いません。 
 

 

同一ｺｰﾄﾞ読取防止ﾀｲﾏｰ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~65535 で、単位は

ﾐﾘ秒です。例えば、1 秒(1000 ﾐﾘ秒)に設定する場合は、

下記の順でｽｷｬﾝします。 

1500 

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 2 0 1 0

0 3 1 3 0 0 0

0 3 1 3 1 2 0

0 3 1 3 1 3 0

0 3 1 3 1 3 1

0 3 1 3 0 2 0

0 3 1 3 0 3 0

0 3 1 3 0 1 0



2D Reader Engine 

pg. 30 
Copyright © 2018 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｵｰﾄｾﾝｽ感度-低ﾚﾍﾞﾙ  

 

ｵｰﾄｾﾝｽ感度-中ﾚﾍﾞﾙ  

 

ｵｰﾄｾﾝｽ感度-高ﾚﾍﾞﾙ  

 

ｵｰﾄｾﾝｽ感度-最高ﾚﾍﾞﾙ  

 

ｶｽﾀﾑｵｰﾄｾﾝｽ感度 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~20 で、低い値ほ

ど感度が高くなります。例えば、1 に設定する場合は、

下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｶｽﾀﾑｵｰﾄｾﾝｽ感度｣｢保存｣｢設定終了｣ 

2 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 1 2 0 0 0

0 3 1 2 0 1 0

0 3 1 2 0 2 0

0 3 1 2 0 3 0

0 3 1 2 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.7.4. ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
連続してｺｰﾄﾞ読み取りを行います。読取ﾀｲﾑｱｳﾄで設定さ

れた時間、ｺｰﾄﾞ読み取りを行い、読取間隔で設定された

時間休止し、その後、ｺｰﾄﾞの読み取りを繰り返します。 
ｺﾝﾃｨﾆｱｽ読み取りの中断と再開をﾄﾘｶﾞ信号により、ﾄｸﾞﾙ

切り替えすることができます。 

 

 

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~3600000 で、単

位はﾐﾘ秒です。例えば、1 秒(1000 ﾐﾘ秒)に設定する場

合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢読取ﾀｲﾑｱｳﾄ｣｢1｣｢0｣｢0｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

3000 

 

読取間隔 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~65535 で、単位は

ﾐﾘ秒です。例えば、10 ﾐﾘ秒に設定する場合は、下記の順

でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢読取間隔｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1000 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 2 0 2 0

0 3 1 3 0 0 0

0 3 1 3 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.7.5. ｽﾏﾎ液晶読取ﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｽﾏﾎ液晶読取ﾓｰﾄﾞ無効 ■ 

 

ｽﾏﾎ液晶読取ﾓｰﾄﾞ有効  

 
 

10.8. 読取ｴﾘｱの初期設定 
ここでは、各種ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに対応するため、ﾘｰﾀﾞの読取ｴﾘｱの初期設定を行います。例えば、読取ｴﾘｱを制限すること

で、ｵﾍﾟﾚｰﾀに目的のｺｰﾄﾞを正確に読み取らせることが可能になります。 
 

10.8.1. 読取ｴﾘｱ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

読取ｴﾘｱ全域を対象 
ﾘｰﾀﾞは、読取ｴﾘｱの中心から周辺全域を対象に読み取りを

試行し、最初に読み取ったﾃﾞｰﾀを送信します。 
■ 

 

読取中央ｴﾘｱのみ対象 
ﾘｰﾀﾞは、初期設定された読取中央ｴﾘｱのみを対象に読み取

りを試行し、最初に読み取ったﾃﾞｰﾀを送信します。読取

ｴﾘｱを制限することにより、ｵﾍﾟﾚｰﾀに目的のｺｰﾄﾞを正確に

読み取らせることが可能になります。 

 

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 1 3 1 4 0

0 3 1 3 1 4 2

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 2 2 0 0 0

0 3 2 2 0 1 0
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読取中央ｴﾘｱ 
下図に示すように、ﾘｰﾀﾞの読取ｴﾘｱ全体の高さ・幅を 100%とし、制限したい読取中央ｴﾘｱをﾊﾟｰｾﾝﾄ指定します。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、20%です。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

読取中央ｴﾘｱ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、0~100 で、単位はﾊﾟ

ｰｾﾝﾄです。例えば、30%に設定する場合は、下記の順で

ｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢読取中央ｴﾘｱ｣｢3｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

20 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 
2 

 

3 

 
4 

 

5 

 
6 

 

7 

 
8 

 

9 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 2 2 0 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0

幅 100% 

幅 20% 

高さ 100% 高さ 20% 
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10.9. 照明 LED&ｴｲﾏｰ LED 
10.9.1. 照明 LED 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

読み取り時のみ点灯 ■ 

 

常に消灯  

 

常に点灯  

 
 

10.9.2. ｴｲﾏｰ LED 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

読み取り時のみ点灯 ■ 

 

常に消灯  

 

常に点灯  

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 2 0 0 0 0 0

0 2 0 0 0 2 0

0 2 0 0 0 1 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 2 0 1 0 0 0

0 2 0 1 0 2 0

0 2 0 1 0 1 0
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10.10. ｽﾃｰﾀｽｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
10.10.1. ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟ 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟ有効 ■ 

 

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟ無効  

 
 

10.10.2. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ有効 ■ 

 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ無効  

 

ﾋﾞｰﾌﾟﾀｲﾌﾟ 1  

 

ﾋﾞｰﾌﾟﾀｲﾌﾟ 2  

 

ﾋﾞｰﾌﾟﾀｲﾌﾟ 3 ■ 

 

ﾋﾞｰﾌﾟ音量 大 ■ 

 

ﾋﾞｰﾌﾟ音量 中  

 

ﾋﾞｰﾌﾟ音量 小  

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 2 0 4 0 0 1

0 2 0 4 0 0 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 2 0 3 0 1 0

0 2 0 3 0 0 0

0 2 0 3 0 2 0

0 2 0 3 0 2 1

0 2 0 3 0 2 2

0 2 0 3 0 3 0

0 2 0 3 0 3 1

0 2 0 3 0 3 2
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10.10.3. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 有効 ■ 

 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 無効  

 
 

10.10.4. ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ送信 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ送信有効  

 

ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ送信無効 ■ 

 

ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設

定したい文字列を ASCII ｺｰﾄﾞ(Hex)でｽｷｬﾝします。設定

できる文字列は、最大 7 文字までです。例えば、@A に

設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ｣｢4｣｢0｣｢｢4｣｢1｣｢保存｣｢設定終了｣ 

 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

A 

 

B 

 
C 

 

D 

 

E 

 

F 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 

中止 

 

保存 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 2 0 6 0 1 1

0 2 0 6 0 1 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 2 0 0 1 0

0 3 2 0 0 0 0

0 3 2 0 0 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 5 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.11. ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
送信ﾃﾞｰﾀには、任意のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽやｺｰﾄﾞ ID を付加送信することができます。もちろん、付加しないことも可

能です。 
 

ｺｰﾄﾞ ID ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ AIM ID 読取ﾃﾞｰﾀ ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 

ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID AIM ID 読取ﾃﾞｰﾀ ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 

10.11.1. ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ送信有効  

 

全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽ送信無効  

 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ送信順序 
ｺｰﾄﾞ ID+ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ+AIM ID 

 

 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ送信順序 
ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ+ｺｰﾄﾞ ID+AIM ID 

■ 

 

ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ送信有効  

 

ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ送信無効 ■ 

  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 1 1 0 1 0

0 3 1 1 0 0 0

0 3 1 7 0 1 0

0 3 1 7 0 4 0

0 3 0 5 0 1 0

0 3 0 5 0 0 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設

定したい文字列を ASCII ｺｰﾄﾞ(Hex)でｽｷｬﾝします。設定

できる文字列は、最大 11 文字までです。例えば、@A に

設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ｣｢4｣｢0｣｢｢4｣｢1｣｢保存｣｢設定終了｣ 

 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

A 

 

B 

 
C 

 

D 

 

E 

 

F 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 

中止 

 

保存 

 
 
 

10.11.2. AIM ID 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

AIM ID 送信有効  

 

AIM ID 送信無効 ■ 

 
(*) ｢補足 B. AIM ID 表｣を参照ください。 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 5 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 1 6 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 8 0 3 0

0 3 0 8 0 0 0
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10.11.3. ｺｰﾄﾞ ID 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾄﾞ ID 送信有効  

 

ｺｰﾄﾞ ID 送信無効 ■ 

 

全ｺｰﾄﾞ ID ﾘｾｯﾄ 
全ｺｰﾄﾞ ID をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻します。 

 

 

ｶｽﾀﾑｺｰﾄﾞ ID 
各ｺｰﾄﾞに対して、ｶｽﾀﾑｺｰﾄﾞ ID を設定します。設定したいｺｰﾄﾞに対応するｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞｽｷｬﾝした後、16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

から設定したい文字を ASCII ｺｰﾄﾞ(Hex)でｽｷｬﾝします。例えば、PDF417 ｺｰﾄﾞ ID を@に設定する場合は、下記の

順でｽｷｬﾝします。 
 

｢設定開始｣｢PDF417 ｺｰﾄﾞ ID｣｢4｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 
 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

PDF417 ｺｰﾄﾞ ID  

 

Data Matrix ｺｰﾄﾞ ID  

 

QR ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｺｰﾄﾞ 128 ｺｰﾄﾞ ID  

 

GS1-128 ｺｰﾄﾞ ID  

 

AIM-128 ｺｰﾄﾞ ID  

 

EAN/JAN-8 ｺｰﾄﾞ ID  

 

EAN/JAN-13 ｺｰﾄﾞ ID  

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 7 0 1 0

0 3 0 7 0 0 0

0 3 0 7 0 2 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 5 0 0 0

0 0 0 5 0 3 0

0 0 0 5 0 1 0

0 0 0 4 0 2 0

0 0 0 4 0 3 0

0 0 0 4 2 1 0

0 0 0 4 0 4 0

0 0 0 4 0 5 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

UPC-E ｺｰﾄﾞ ID  

 

UPC-A ｺｰﾄﾞ ID  

 

ISBN ｺｰﾄﾞ ID  

 

ISSN ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｺｰﾄﾞ 39 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｺｰﾄﾞ 93 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ITF-14 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ITF-6 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)ｺｰﾄﾞ ID  

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

A 

 

B 

 
C 

 

D 

 

E 

 

F 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 

中止 

 

保存 

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 4 0 6 0

0 0 0 4 0 7 0

0 0 0 4 2 4 0

0 0 0 4 2 3 0

0 0 0 4 1 3 0

0 0 0 4 1 7 0

0 0 0 4 0 8 0

0 0 0 4 0 9 0

0 0 0 4 1 0 0

0 0 0 4 1 5 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 5 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 1 6 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 ｺｰﾄﾞ ID  

 

COOP2/5 ｺｰﾄﾞ ID  

 

ｺｰﾄﾞ 11 ｺｰﾄﾞ ID  

 

Plessey ｺｰﾄﾞ ID  

 

MSI/Plessey ｺｰﾄﾞ ID  

 

GS1 Databar ｺｰﾄﾞ ID  

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

A 

 

B 

 
C 

 

D 

 

E 

 

F 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 

中止 

 

保存 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 4 2 5 0

0 0 0 4 2 6 0

0 0 0 4 1 1 0

0 0 0 4 2 2 0

0 0 0 4 2 8 0

0 0 0 4 2 7 0

0 0 0 4 2 9 0

0 0 0 4 3 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 5 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.11.4. ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ送信有効  

 

ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ送信無効 ■ 

 

ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設

定したい文字列を ASCII ｺｰﾄﾞ(Hex)でｽｷｬﾝします。設定

できる文字列は、最大 11 文字までです。例えば、@A に

設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ｣｢4｣｢0｣｢｢4｣｢1｣｢保存｣｢設定終了｣ 

 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

A 

 

B 

 
C 

 

D 

 

E 

 

F 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 

中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 6 0 1 0

0 3 0 6 0 0 0

0 3 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 5 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.11.5. ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾀｰﾐﾈｰﾀ送信有効 ■ 

 

ﾀｰﾐﾈｰﾀ送信無効  

 

ﾀｰﾐﾈｰﾀ CR(0x0D) ■ 

 

ﾀｰﾐﾈｰﾀ CR/LF(0x0D/0x0A)  

 

ｶｽﾀﾑﾀｰﾐﾈｰﾀ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設

定したい文字列を ASCII ｺｰﾄﾞ(Hex)でｽｷｬﾝします。設定

できる文字列は、最大 7 文字までです。例えば、@A に

設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢ｶｽﾀﾑﾀｰﾐﾈｰﾀ｣｢4｣｢0｣｢｢4｣｢1｣｢保存｣｢設定終了｣ 

 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

A 

 

B 

 
C 

 

D 

 

E 

 

F 

 
最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 

中止 

 

保存 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 0 9 0 1 0

0 3 0 9 0 0 0

0 3 1 0 0 1 0

0 3 1 0 0 2 0

0 3 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 5 0

0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.12. 読取ｺｰﾄﾞの設定 
ｸｲｯｸ設定 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

全ｺｰﾄﾞ読み取り有効  

 

全ｺｰﾄﾞ読み取り無効  

 

全 1 次元ｺｰﾄﾞ読み取り有効  

 

全 1 次元ｺｰﾄﾞ読み取り無効  

 

全 2 次元ｺｰﾄﾞ読み取り有効  

 

全 2 次元ｺｰﾄﾞ読み取り無効  

 
 

反転ｺｰﾄﾞ 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

反転ｺｰﾄﾞ読み取り有効  

 

反転ｺｰﾄﾞ読み取り無効 ■ 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 1 0 2 0

0 0 0 1 0 1 0

0 0 0 1 0 4 0

0 0 0 1 0 3 0

0 0 0 1 0 6 0

0 0 0 1 0 5 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 0 0 1 0 2 1

0 0 0 1 0 1 1
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1 次元ｺｰﾄﾞ 
ｺｰﾄﾞ 128 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾄﾞ 128 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 128 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 128 読み取り有効 ■ 

 

ｺｰﾄﾞ 128 読み取り有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 0 0 0 0

0 4 0 0 0 2 0

0 4 0 0 0 1 0

0 4 0 0 0 3 0

0 4 0 0 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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GS1-128 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

GS1-128 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1-128 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

GS1-128 読み取り有効 ■ 

 

GS1-128 読み取り有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 2 0 0 0

0 4 1 2 0 2 0

0 4 1 2 0 1 0

0 4 1 2 0 3 0

0 4 1 2 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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AIM-128 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

AIM-128 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
AIM-128 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

AIM-128 読み取り有効 ■ 

 

AIM-128 読み取り有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 2 3 0 0 0

0 4 2 3 0 2 0

0 4 2 3 0 1 0

0 4 2 3 0 3 0

0 4 2 3 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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EAN-8(JAN-8) 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

EAN-8 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
EAN-8 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

EAN-8 読み取り有効 ■ 

 

EAN-8 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効 
 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無効 ■ 

 

13 桁変換(先頭ｾﾞﾛ 5 桁拡張)有効  

 

13 桁変換(先頭ｾﾞﾛ 5 桁拡張)無効 ■ 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 1 0 0 0

0 4 0 1 0 2 0

0 4 0 1 0 1 0

0 4 0 1 0 4 0

0 4 0 1 0 3 0

0 4 0 1 0 6 0

0 4 0 1 0 5 0

0 4 0 1 0 8 0

0 4 0 1 0 7 0

0 4 0 1 1 1 0

0 4 0 1 1 2 0

0 4 0 1 1 0 0

0 4 0 1 0 9 0
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EAN-13(JAN-13) 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

EAN-13 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
EAN-13 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

EAN-13 読み取り有効 ■ 

 

EAN-13 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無効 ■ 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 2 0 0 0

0 4 0 2 0 2 0

0 4 0 2 0 1 0

0 4 0 2 0 4 0

0 4 0 2 0 3 0

0 4 0 2 0 6 0

0 4 0 2 0 5 0

0 4 0 2 0 8 0

0 4 0 2 0 7 0

0 4 0 2 0 9 0

0 4 0 2 1 0 0
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ISSN 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ISSN 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ISSN 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ISSN 読み取り有効 ■ 

 

ISSN 読み取り無効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無効 ■ 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 2 1 0 0 0

0 4 2 1 0 2 0

0 4 2 1 0 1 0

0 4 2 1 0 3 0

0 4 2 1 0 4 0

0 4 2 1 0 5 0

0 4 2 1 0 6 0

0 4 2 1 0 7 0

0 4 2 1 0 8 0
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ISBN 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ISBN 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ISBN 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ISBN 読み取り有効 ■ 

 

ISBN 読み取り無効  

 

ISBN-13 ﾌｫｰﾏｯﾄ ■ 

 

ISBN-10 ﾌｫｰﾏｯﾄ  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無効 ■ 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 6 0 0 0

0 4 1 6 0 2 0

0 4 1 6 0 1 0

0 4 1 6 0 3 0

0 4 1 6 0 4 0

0 4 1 6 0 5 0

0 4 1 6 0 6 0

0 4 1 6 0 7 0

0 4 1 6 0 8 0

0 4 1 6 0 9 0

0 4 1 6 1 0 0
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UPC-E 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

UPC-E 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
UPC-E 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

UPC-E 読み取り有効 ■ 

 

UPC-E 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無効 ■ 

 

ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ 0 送信有効 ■ 

 

ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀ 0 送信無効  

 

UPC-A 変換有効  

 

UPC-A 変換無効 ■ 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 3 0 0 0

0 4 0 3 0 2 0

0 4 0 3 0 1 0

0 4 0 3 0 4 0

0 4 0 3 0 3 0

0 4 0 3 0 6 0

0 4 0 3 0 5 0

0 4 0 3 0 8 0

0 4 0 3 0 7 0

0 4 0 3 1 3 0

0 4 0 3 1 4 0

0 4 0 3 1 0 0

0 4 0 3 0 9 0

0 4 0 3 1 2 0

0 4 0 3 1 1 0



2D Reader Engine 

pg. 53 
Copyright © 2018 

UPC-A 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

UPC-A 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
UPC-A 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

UPC-A 読み取り有効 ■ 

 

UPC-A 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無効 ■ 

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り有効  

 

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り無効 ■ 

 

先頭 0 送信有効  

 

先頭 0 送信無効 ■ 

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 4 0 0 0

0 4 0 4 0 2 0

0 4 0 4 0 1 0

0 4 0 4 0 4 0

0 4 0 4 0 3 0

0 4 0 4 0 6 0

0 4 0 4 0 5 0

0 4 0 4 0 8 0

0 4 0 4 0 7 0

0 4 0 4 1 1 0

0 4 0 4 1 2 0

0 4 0 4 1 0 0

0 4 0 4 0 9 0
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ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 読み取り有効 ■ 

 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信) ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、2~100 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

6 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、2~100 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

100 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 5 0 0 0

0 4 0 5 0 2 0

0 4 0 5 0 1 0

0 4 0 5 0 5 0

0 4 0 5 0 6 0

0 4 0 5 0 7 0

0 4 0 5 0 3 0

0 4 0 5 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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ITF-14 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ITF-14 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ITF-14 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ITF-14 読み取り無効  

 

ITF-14 読み取り有効・ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効 ■ 

 

ITF-14 読み取り有効・ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効 
 

 

(*) ITF-14 と ITF-6 を同時に読み取り有効に設定しないでください。 
 
 

ITF-6 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ITF-6 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ITF-6 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ITF-6 読み取り無効 ■ 

 

ITF-6 読み取り有効・ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効  

 

ITF-6 読み取り有効・ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効 
 

 

(*) ITF-14 と ITF-6 を同時に読み取り有効に設定しないでください。 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 5 2 6 0

0 4 0 5 0 8 0

0 4 0 5 0 9 0

0 4 0 5 1 0 0

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 5 2 7 0

0 4 0 5 1 1 0

0 4 0 5 1 2 0

0 4 0 5 1 3 0
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ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 読み取り有効  

 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 読み取り無効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信)  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

6 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 6 0 0 0

0 4 0 6 0 2 0

0 4 0 6 0 1 0

0 4 0 6 0 5 0

0 4 0 6 0 6 0

0 4 0 6 0 7 0

0 4 0 6 0 3 0

0 4 0 6 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 読み取り有効 ■ 

 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信) ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

6 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 7 0 0 0

0 4 1 7 0 2 0

0 4 1 7 0 1 0

0 4 1 7 0 5 0

0 4 1 7 0 6 0

0 4 1 7 0 7 0

0 4 1 7 0 3 0

0 4 1 7 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 読み取り有効 ■ 

 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信) ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

6 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 8 0 0 0

0 4 1 8 0 2 0

0 4 1 8 0 1 0

0 4 1 8 0 5 0

0 4 1 8 0 6 0

0 4 1 8 0 7 0

0 4 1 8 0 3 0

0 4 1 8 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0



2D Reader Engine 

pg. 59 
Copyright © 2018 

ｺｰﾄﾞ 39 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾄﾞ 39 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 39 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 39 読み取り有効 ■ 

 

ｺｰﾄﾞ 39 読み取り無効  

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有効  

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信) ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効 ■ 

 

ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り有効 ■ 

 

ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り無効  

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 8 0 0 0

0 4 0 8 0 2 0

0 4 0 8 0 1 0

0 4 0 8 0 9 0

0 4 0 8 0 8 0

0 4 0 8 0 5 0

0 4 0 8 0 6 0

0 4 0 8 0 7 0

0 4 0 8 1 1 0

0 4 0 8 1 0 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 8 0 3 0

0 4 0 8 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り有効 ■ 

 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り無効  

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有効  

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無効 ■ 

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ ABCD/ABCD ■ 

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ ABCD/TN*E  

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ大文字送信 ■ 

 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ小文字送信  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信) ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 9 0 0 0

0 4 0 9 0 2 0

0 4 0 9 0 1 0

0 4 0 9 0 9 0

0 4 0 9 0 8 0

0 4 0 9 1 0 0

0 4 0 9 1 1 0

0 4 0 9 1 2 0

0 4 0 9 1 3 0

0 4 0 9 0 5 0

0 4 0 9 0 6 0

0 4 0 9 0 7 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 0 9 0 3 0

0 4 0 9 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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ｺｰﾄﾞ 93 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾄﾞ 93 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 93 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 93 読み取り有効 ■ 

 

ｺｰﾄﾞ 93 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信)  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

3 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 0 0 0 0

0 4 1 0 0 2 0

0 4 1 0 0 1 0

0 4 1 0 0 5 0

0 4 1 0 0 6 0

0 4 1 0 0 7 0

0 4 1 0 0 3 0

0 4 1 0 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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GS1 Databar 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

GS1 Databar 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1 Databar 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

GS1 Databar 読み取り有効 ■ 

 

GS1 Databar 読み取り無効  

 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID[01]送信有効 ■ 

 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID[01]送信無効  

 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 3 0 0 0

0 4 1 3 0 2 0

0 4 1 3 0 1 0

0 4 1 3 0 6 0

0 4 1 3 0 5 0
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ｺｰﾄﾞ 11 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

ｺｰﾄﾞ 11 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 11 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

ｺｰﾄﾞ 11 読み取り有効 ■ 

 

ｺｰﾄﾞ 11 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効  

 

1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11)検査有効 ■ 

 

2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11/11)検査有効  

 

2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11/9)検査有効  

 

1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11)検査有効, 桁数<=10 桁 
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11/11)検査有効, 桁数>10 桁 

 

 

1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11)検査有効, 桁数<=10 桁 
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11/9)検査有効, 桁数>10 桁 

 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効  

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 5 0 0 0

0 4 1 5 0 2 0

0 4 1 5 0 1 0

0 4 1 5 0 5 0

0 4 1 5 0 6 0

0 4 1 5 0 7 0

0 4 1 5 0 8 0

0 4 1 5 0 9 0

0 4 1 5 1 0 0

0 4 1 5 1 1 0

0 4 1 5 1 2 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

2 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 5 0 3 0

0 4 1 5 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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Plessey 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

Plessey 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Plessey 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

Plessey 読み取り有効 ■ 

 

Plessey 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効(読取ﾃﾞｰﾀをそのまま全桁送信)  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信無効 ■ 

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有効・送信有効  

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 1 9 0 0 0

0 4 1 9 0 2 0

0 4 1 9 0 1 0

0 4 1 9 0 5 0

0 4 1 9 0 6 0

0 4 1 9 0 7 0

0 4 1 9 0 3 0

0 4 1 9 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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MSI-Plessey 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

MSI-Plessey 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
MSI-Plessey 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

MSI-Plessey 読み取り有効 ■ 

 

MSI-Plessey 読み取り無効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無効  

 

1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10)検査有効 ■ 

 

2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10/10)検査有効  

 

2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10/11)検査有効  

 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無効 ■ 

0 4 2 0 1 0 0  

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有効  

 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 2 0 0 0 0

0 4 2 0 0 2 0

0 4 2 0 0 1 0

0 4 2 0 0 5 0

0 4 2 0 0 6 0

0 4 2 0 0 7 0

0 4 2 0 0 8 0

0 4 2 0 0 9 0
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

2 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~127 です。例えば、

10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

127 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 4 2 0 0 3 0

0 4 2 0 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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2 次元ｺｰﾄﾞ 
PDF417 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

PDF417 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
PDF417 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

PDF417 読み取り有効 ■ 

 

PDF417 読み取り無効  

 

ｼﾝｸﾞﾙ PDF417 のみ読み取り ■ 

 

ﾂｲﾝ PDF417 のみ読み取り  

 

ｼﾝｸﾞﾙ&ﾂｲﾝ PDF417 両方を読み取り  

 

ﾂｲﾝ PDF417 送信順序 1 
情報量が多い方を先に送信 

■ 

 

ﾂｲﾝ PDF417 送信順序 2 
情報量が少ない方を先に送信 

 

 

標準ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ■ 

 

UTF8 ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ  

(*) ﾂｲﾝ PDF417 は、同じ仕様の 2 つの PDF417 が垂直又は水平に同一方向で隣接したｺｰﾄﾞです。 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 5 0 1 0 0 0

0 5 0 1 0 2 0

0 5 0 1 0 1 0

0 5 0 1 0 7 0

0 5 0 1 0 8 0

0 5 0 1 0 9 0

0 5 0 1 1 1 0

0 5 0 1 1 0 0

0 5 0 1 3 5 0

0 5 0 1 3 5 1
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~2710 です。例え

ば、10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~2710 です。例え

ば、10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

2710 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 5 0 1 0 3 0

0 5 0 1 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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QR 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

QR 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
QR 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

QR 読み取り有効 ■ 

 

QR 読み取り無効  

 

Micro QR 読み取り有効 ■ 

 

Micro QR 読み取り無効  

 

ｼﾝｸﾞﾙ QR のみ読み取り ■ 

 

ﾂｲﾝ QR のみ読み取り  

 

ｼﾝｸﾞﾙ&ﾂｲﾝ QR 両方を読み取り  

 

ﾂｲﾝ QR 送信順序 1 
情報量が多い方を先に送信 

 

 

ﾂｲﾝ QR 送信順序 2 
情報量が少ない方を先に送信 

 

 

ﾂｲﾝ QR 送信順序 3 
水平方向に隣接している場合、左側を先に送信 
垂直方向に隣接している場合、上側を先に送信 

■ 

 

標準ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ■ 

 

UTF8 ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ  

(*) ﾂｲﾝ QR は、同じ仕様の 2 つの QR が垂直又は水平に同一方向で隣接したｺｰﾄﾞです。 
 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 5 0 2 0 0 0

0 5 0 2 0 2 0

0 5 0 2 0 1 0

0 5 0 2 1 1 0

0 5 0 2 1 0 0

0 5 0 2 0 7 0

0 5 0 2 0 8 0

0 5 0 2 0 9 0

0 5 0 2 1 4 0

0 5 0 2 1 3 0

0 5 0 2 1 2 0

0 5 0 2 1 6 0

0 5 0 2 1 6 1
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~7089 です。例え

ば、10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~7089 です。例え

ば、10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

7089 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 5 0 2 0 3 0

0 5 0 2 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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Data Matrix 
設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

Data Matrix 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Data Matrix 設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

 

Data Matrix 読み取り有効 ■ 

 

Data Matrix 読み取り無効  

 

長方形 Data Matrix 読み取り有効 ■ 

 

長方形 Data Matrix 読み取り無効  

 

ﾐﾗｰｲﾒｰｼﾞ Data Matrix 読み取り有効 ■ 

 

ﾐﾗｰｲﾒｰｼﾞ Data Matrix 読み取り無効  

 

ｼﾝｸﾞﾙ Data Matrix のみ読み取り ■ 

 

ﾂｲﾝ Data Matrix のみ読み取り  

 

ｼﾝｸﾞﾙ&ﾂｲﾝ Data Matrix両方を読み取り  

 

標準ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ■ 

 

UTF8 ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ  

(*) ﾂｲﾝ Data Matrix は、同じ仕様の 2 つの Data Matrix が垂直又は水平に同一方向で隣接したｺｰﾄﾞです。 
 
  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 5 0 4 0 0 0

0 5 0 4 0 2 0

0 5 0 4 0 1 0

0 5 0 4 1 1 0

0 5 0 4 1 0 0

0 5 0 4 3 3 1

0 5 0 4 3 3 0

0 5 0 4 0 7 0

0 5 0 4 0 8 0

0 5 0 4 0 9 0

0 5 0 4 3 5 0

0 5 0 4 3 5 1
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設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

最小読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~3116 です。例え

ば、10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最小読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

1 

 

最大読取桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞから設定し

たい値をｽｷｬﾝします。設定範囲は、1~3116 です。例え

ば、10 桁に設定する場合は、下記の順でｽｷｬﾝします。 
｢設定開始｣｢最大読取桁数｣｢1｣｢0｣｢保存｣｢設定終了｣ 

3116 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

 

1 

 

2 

 

3 

 
4 

 

5 

 

6 

 

7 

 
8 

 

9 

 

最後の 1 桁削除 

 

全桁削除 

 
中止 

 

保存 

 
 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 5 0 4 0 3 0

0 5 0 4 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7 0

0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 8 0

0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 1 6 0
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10.13. ｲﾒｰｼﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ 
10.13.1. 周囲照明 
蛍光灯がﾒｲﾝの倉庫や日光にさらされた屋外の作業場など、周囲光の条件は、使用される場所により様々です。 
50-60Hz の AC 電源による蛍光灯の場合、光がちらつくことがあります。通常、屋内照明は、およそ 1,000lux
ですが、屋外の場合は、60,000lux 又は 100,000lux を超えるようなｹｰｽもあります。 
 
ﾘｰﾀﾞには、下記の 2 つの照明ｵﾌﾟｼｮﾝが用意されています。 
 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

標準ﾚﾍﾞﾙ照明(0~60000lux) 
一般的な屋内･屋外環境で適用します。 

■ 

 

高ﾚﾍﾞﾙ照明(60000~120000lux) 
非常に強烈な光のある特別な環境で適用します。 

 

 
 

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 3 1 3 1 5 0

0 3 1 3 1 5 1
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10.13.2. ｲﾒｰｼﾞの回転 
ﾘｰﾀﾞの取付方向により、ｲﾒｰｼﾞが期待する方向とは異なる形で取り込まれるｹｰｽがあります。この場合、ｲﾒｰｼﾞを回転

させることで、期待通りの結果を得ることが可能になります。 
 
下記の図は、標準ｲﾒｰｼﾞと 3 ﾊﾟﾀｰﾝの回転ｲﾒｰｼﾞを表しています。 
 

 
 

設定開始 

 

設定終了 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

 

回転ﾀｲﾌﾟ 無し ■ 

 

回転ﾀｲﾌﾟ 上下  

 

回転ﾀｲﾌﾟ 左右  

 

回転ﾀｲﾌﾟ 上下&左右  

 

上下回転有効  

 

上下回転無効  

 

左右回転有効  

 

左右回転無効  

  

0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 6 0 0 0

0 2 0 2 0 0 0

0 2 0 2 0 3 0

0 2 0 2 0 3 1

0 2 0 2 0 3 2

0 2 0 2 0 3 3

0 2 0 2 0 3 4

0 2 0 2 0 3 5

0 2 0 2 0 3 6



2D Reader Engine 

pg. 78 
Copyright © 2018 

10.14. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞは、RS232 ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ及び USB-COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用可能です。 
 

10.14.1. ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞをｾﾐｺﾛﾝで区切ることで、一度に複数のｺﾏﾝﾄﾞをﾘｰﾀﾞに対して発行することができます。但し、ｺﾏﾝﾄﾞの総ﾊﾞｲﾄ

数は、100 ﾊﾞｲﾄを超えてはいけません。 
ｺﾏﾝﾄﾞ書式には、下記の 4 種類があります。最初の固定 3 ﾊﾞｲﾄ｢NLS｣は、｢nls｣と小文字で指定することも可能です。 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ書式 1 ： NLS+ｺﾏﾝﾄﾞ 
ほとんどのｺﾏﾝﾄﾞは、設定値の無い、このｼﾝﾌﾟﾙな書式になります。 
 
例) 読取ﾓｰﾄﾞをｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞに設定 ： NLS0302010; 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ書式 2 ： NLS+ｺﾏﾝﾄﾞ=数字 
10 進数の設定値を伴う書式になります。 
 
例) 読取ﾀｲﾑｱｳﾄを 3000 ﾐﾘ秒に設定 ： NLS0313000=3000; 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ書式 3 ： NLS+ｺﾏﾝﾄﾞ=16 進数 
16 進数の設定値を伴う書式になります。 
 
例) ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽを CR/LF(0x0d0a)に設定 ： NLS0301000=0x0d0a; 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ書式 4 ： NLS+ｺﾏﾝﾄﾞ=”文字列” 
文字列の設定値を伴う書式になります。 
 
例) ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを AUTO-ID に設定 ： NLS0300000=”AUTO-ID”; 

 
 
 
[参考] 
上記書式 1~4 の例を一括して送信する場合、下記のように｢設定開始｣と｢設定終了｣を挟んで送信します。また、一

括ではなく、１つのｺﾏﾝﾄﾞを送信する場合も前後に｢設定開始｣と｢設定終了｣が必要です。 
 

NLS0006010;NLS0302010;NLS0313000=3000;NLS0301000=0x0d0a;NLS0300000=”AUTO-ID”; NLS0006000; 

 
ﾘｰﾀﾞは、ｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信･実行すると、ACK(0x06)を返し、失敗した場合は、NAK(0x15)を返します。 
ACK/NAK 応答は、各ｺﾏﾝﾄﾞ毎(NLS~;)に行われるため、上記の例では、ACK が 6 回返送されます。 
 
ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞで設定した値は、不揮発性ﾒﾓﾘに保存されるため、電源を切っても消えることはありません。  

設定したｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽを
送信する場合は、｢ｶｽﾀﾑﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ

送信有効｣｢ｶｽﾀﾑｻﾌｨｯｸｽ送信有効｣

に設定する必要があります。 
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10.14.2. ﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 

読取開始ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x31 
ﾘｰﾀﾞに 0x1b 0x31 を送信すると、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押した時と同様に読み取りを開始します。ﾘｰﾀﾞは、ｺﾏﾝﾄﾞを正しく受

信すると、ACK(0x06)を返送します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの読取ﾀｲﾑｱｳﾄは、3000 ﾐﾘ秒です。読取ﾀｲﾑｱｳﾄは、ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ及

び先のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞで変更することが可能です。 
 
読取終了ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x30 を受信すると、ﾘｰﾀﾞは、ﾄﾘｶﾞ待ち状態に戻ります。また、電源の再立ち上げを行った

場合は、不揮発性ﾒﾓﾘに設定されているﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞで初期化されます。 
 

読取終了ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x30 
ﾘｰﾀﾞに 0x1b 0x30 を送信すると、読み取りを終了し、ﾄﾘｶﾞ待ち状態に戻ります。ﾘｰﾀﾞは、ｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信する

と、ACK(0x06)を返送し、ﾄﾘｶﾞ待ち状態になります。 
 

ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ移行ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x32 
ﾘｰﾀﾞに 0x1b 0x32 を送信すると、ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞに移行します。ﾘｰﾀﾞは、ｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信すると、ACK(0x06)を
返送します。 
 
読取終了ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x30 を受信すると、ﾘｰﾀﾞは、ﾄﾘｶﾞ待ち状態に戻ります。また、電源の再立ち上げを行った

場合は、不揮発性ﾒﾓﾘに設定されているﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞで初期化されます。 
 

ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ移行ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x33 
ﾘｰﾀﾞに 0x1b 0x33 を送信すると、ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞに移行します。ﾘｰﾀﾞは、ｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信すると、ACK(0x06)を
返送します。 
 
読取終了ｺﾏﾝﾄﾞ 0x1b 0x30 を受信すると、ﾘｰﾀﾞは、ﾄﾘｶﾞ待ち状態に戻ります。また、電源の再立ち上げを行った

場合は、不揮発性ﾒﾓﾘに設定されているﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞで初期化されます。 
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補足 A. ASCII ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ表 
 
ASCII Hex ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ無効 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ有効 
NUL 00 Null Ctrl+2 
SOH 01 ﾃﾝｷｰ Enter Ctrl+A 
STX 02 Caps Lock Ctrl+B 
ETX 03 Null Ctrl+C 
EOT 04 Null Ctrl+D 
ENQ 05 Null Ctrl+E 
ACK 06 Null Ctrl+F 
 BEL 07 Enter Ctrl+G 
BS 08 ← Ctrl+H 
HT 09 水平 Tab Ctrl+I 
LF 0A ↓ Ctrl+J 
VT 0B 垂直 Tab Ctrl+K 
FF 0C ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ Ctrl+L 
CR 0D Enter Ctrl+M 
SO 0E Insert Ctrl+N 
SI 0F ESC Ctrl+O 
DLE 10 F11 Ctrl+P 
DC1 11 Home Ctrl+Q 
DC2 12 Print Screen Ctrl+R 
DC3 13 Delete Ctrl+S 
DC4 14 Tab+Shift Ctrl+T 
NAK 15 F12 Ctrl+U 
SYN 16 F1 Ctrl+V 
ETB 17 F2 Ctrl+W 
CAN 18 F3 Ctrl+X 
EM 19 F4 Ctrl+Y 
SUB 1A F5 Ctrl+Z 
ESC 1B F6 Ctrl+[(英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
FS 1C F7 Ctrl+¥(英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
GS 1D F8 Ctrl+](英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
RS 1E F9 Ctrl+6(英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
US 1F F10 Ctrl+-(英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
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補足 B. AIM ID 表 
 

ｺｰﾄﾞ名 AIM ID 補足 

EAN-13 
]E0 標準 EAN-13 
]E3 EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2/5 

EAN-8 
]E4 標準 EAN-8 
]E4…]E1… EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2 
]E4…]E2… EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5 

UPC-E 
]E0 標準 UPC-E 
]E3 UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 2/5 

UPC-A 
]E0 標準 UPC-A 
]E3 UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ 2/5 

ｺｰﾄﾞ 128 ]E0 標準ｺｰﾄﾞ 128 
GS1-128 ]C1 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、1番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞされたｺｰﾄﾞ 128 
AIM-128 ]C2 FNC1が 2番目のｷｬﾗｸﾀとしてｴﾝｺｰﾄﾞされたｺｰﾄﾞ 128 
ISBT-128 ]C4  

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 

]I0 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 
]I1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信有り 
]I3 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信無し 

ITF-6 
]I1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信有り 
]I3 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信無し 

ITF-14 
]I1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信有り 
]I3 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信無し 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 ]S0  

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 2/5 

]R0 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 
]R8 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10)検査有り・送信無し 
]R9 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10)検査有り・送信有り 

ｺｰﾄﾞ 39 

]A0 ﾌﾙｱｽｷｰ無効・ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 
]A1 ﾌﾙｱｽｷｰ無効・1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD43)検査有り・送信有り 
]A3 ﾌﾙｱｽｷｰ無効・1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD43)検査有り・送信無し 
]A4 ﾌﾙｱｽｷｰ有効・ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 
]A5 ﾌﾙｱｽｷｰ有効・1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD43)検査有り・送信有り 
]A7 ﾌﾙｱｽｷｰ有効・1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD43)検査有り・送信無し 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(Nw7) 

]F0 標準ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 
]F2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信有り 
]F4 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信無し 

ｺｰﾄﾞ 93 ]G0 標準ｺｰﾄﾞ 93 

ｺｰﾄﾞ 11 

]H0 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11)検査有り・送信有り 
]H1 2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11/MOD11)検査有り・送信有り 
]H3 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り・送信無し 
]H9 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

GS1 Databar ]e0 標準 GS1 Databar 
Plessey ]P0 標準 Plessey 

MSI/Plessey 

]M0 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10)検査有り・送信有り 
]M1 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10)検査有り・送信無し 
]M8 2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 
]M9 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 ]X0 製造者により指定 
 ]X1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 
 ]X2 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD10)検査有り・送信有り 
 ]X3 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(MOD11)検査有り・送信無し 
ISBN ]X4 標準 ISBN 
ISSN ]X5 標準 ISSN 
PDF417 ]L0 1994PDF417仕様書に準じる 

Data Matrix 

]d0 ECC000-ECC140 
]d1 ECC200 
]d2 ECC200, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、1番目又は 5番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ 
]d3 ECC200, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、2番目又は 6番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ 
]d4 ECC200, ECIを含む 
]d5 ECC200, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、1番目又は 5番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ, ECIを含む 
]d6 ECC200, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、2番目又は 6番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ, ECIを含む 

QR 

]Q0 QR1 
]Q1 2005 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ, ECIを含まない 
]Q2 2005 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ, ECIを含む 
]Q3 2005 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ, ECIを含まない, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、1番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ 
]Q4 2005 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ, ECIを含む, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、1番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ 
]Q5 2005 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ, ECIを含まない, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、2番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ 
]Q6 2005 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ, ECIを含む, ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀの後、2番目に FNC1がｴﾝｺｰﾄﾞ 
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補足 C. ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 

 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 NUL ^@ DLE ^P SP 0 @ P ` p 
1 SOH ^A DC1 ^Q ! 1 A Q a q 
2 STX ^B DC2 ^R “ 2 B R b r 
3 ETX ^C DC3 ^S # 3 C S c s 
4 EOT ^D DC4 ^T $ 4 D T d t 
5 ENQ ^E NAK ^U % 5 E U e u 
6 ACK ^F SYN ^V & 6 F V f v 
7 BEL ^G ETB ^W ‘ 7 G W g w 
8 BS ^H CAN ^X ( 8 H X h x 
9 HT ^I EM ^Y ) 9 I Y I y 
A LF ^J SUB ^Z * : J Z j z 
B VT ^K ESC ^[ + ; K [ k { 
C FF ^L FS ^¥ , < L ¥ l | 
D CR ^M GS ^] - = M ] m } 
E SO ^N RS ^^ . > N ^ n ~ 
F SI ^O US ^_ / ? O _ o DLE 
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